第５回NEASE-Net政策セミナー（2007年9月８日）
六者協議の進展と北東アジア安全保障

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日中関係研究所所長　　

中国社会科学院研究員　　　凌星光

一　北東アジアの戦略的図式の変化

　　１　1950年代（冷戦構造）　ソ連、中国、北朝鮮対米国、日本、韓国

　　２　1960年代（中ソ対立）　ソ連＋北朝鮮＋中国対米国、日本、韓国

　　３　1970年代（米中対話）　ソ連＋北朝鮮＋中国対米国、日本、韓国
　　４　1980年代（中国：改革開放）ソ連＋北朝鮮＋中国対米国、日本＋韓国（北方政策）
　　５　1990年代（ソ連崩壊）　北朝鮮＋中国対米国、日本＋韓国

　　６　2000年代（ロシアの復活）　中国＋ロシア＋北朝鮮＋韓国対米国＋日本
二　六者協議の発足と変遷

　　１　三者会談：北朝鮮、中国対米国（停戦協定の締結）

　　２　四者会談：北朝鮮、中国対米国、韓国

　　３　六者会談Ⅰ：米、中、ロ、日、韓対朝

　　　　　　　　Ⅱ：中、ロ、日、韓、朝対米

　　　　　　　　Ⅲ：米、朝対中、ロ、韓、日

　　４　産経新聞8月10日の報道

　　５　六者協議の望ましき在り方（中、韓、日の連携強化）

　　　　中韓首脳合意への評価（日経：9月7日）

三　北東アジア安全保障体制の形成

　　１　解決すべき課題

　　　　１）　北朝鮮の核問題（目指すべきは全面的廃棄）

　　　　２）　拉致問題（弾力的対応――モンゴル日朝会談への評価）
　　　　３）　北朝鮮への経済支援と改革開放促進（日本に必要な戦略調整）
　　２　ロシアの極東重視政策　プーチンの寄稿「アジア太平洋地域の統合メカニズムに最大限参加」

　　３　上海協力機構の日米軍事同盟強化への間接的けん制

　　４　開始すべき米中日三者の戦略対話（中国対応の二国間から多国間への変化）
　　５　北東アジア安全保障体制から東アジア安全保障体制へ
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